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本
書
は
、
東
亜
同
文
書
院
の
「
大
調
査
旅

行
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
一
一
人
の
研
究
者
に
よ

る
学
術
論
集
で
あ
る
。
東
亜
同
文
書
院
と
は
、

ア
ジ
ア
主
義
を
掲
げ
た
東
亜
同
文
会
が
、
一
九

〇
一
年
に
上
海
に
設
立
し
た
日
本
の
在
外
教
育

機
関
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
の
大
学
昇
格
を
へ

て
、
日
本
の
敗
戦
で
閉
校
す
る
ま
で
の
四
五
年

間
に
、
お
よ
そ
五
千
人
の
学
生
を
育
て
た
。
戦

後
、
旧
東
亜
同
文
書
院
大
学
教
職
員
と
日
本
の

旧
植
民
地
に
あ
っ
た
大
学
の
関
係
者
が
集
ま
っ

て
新
し
い
大
学
を
設
立
す
る
構
想
が
生
ま
れ
、

一
九
四
六
年
、
愛
知
県
豊
橋
市
の
旧
陸
軍
用
地

に
愛
知
大
学
が
創
設
さ
れ
た
。

　
大
調
査
旅
行
は
、
東
亜
同
文
書
院
の
名
物
と

い
え
る
恒
例
行
事
で
、
最
終
学
年
に
達
し
た
書

院
生
が
数
名
の
班
に
分
か
れ
て
ア
ジ
ア
各
地
を

調
査
し
、
そ
の
結
果
を
『
中
国
調
査
旅
行
報
告

書
』
と
し
て
ま
と
め
た
。
そ
の
報
告
書
は
、
今

日
、
民
国
期
の
中
国
社
会
を
知
る
う
え
で
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
愛
知
大
学
は
、
一
九
九
三
年
に
旧
東
亜
同
文

書
院
同
窓
会
の
滬
友
会
と
東
亜
同
文
会
を
継
承

し
た
霞
山
会
か
ら
得
た
基
金
を
も
と
に
東
亜
同

文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
東
亜
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同
文
書
院
に
関
す
る
資
料
の
収
集
と
研
究
を
本

格
的
に
開
始
し〈

１
〉た。

　
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
藤
田
佳
久
愛

知
大
学
文
学
部
教
授
（
現
名
誉
教
授
）
を
中
心

に
大
調
査
旅
行
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
、

大
調
査
旅
行
の
記
録
を
ま
と
め
た
全
五
巻
か

ら
な
る
『
東
亜
同
文
書
院
・
中
国
調
査
旅
行

記〈
２
〉録

』
シ
リ
ー
ズ
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
研

究
成
果
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
、

東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
東
亜
同
文
書
院
を
軸
と
し
た
近
代

日
中
関
係
史
の
新
た
な
構
築
」
が
文
部
科
学
省

私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
に

選
定
さ
れ
た
（
二
〇
一
六
年
度
ま
で
）。
そ
し

て
、
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
新
た
に
五
つ
の
研
究
チ
ー
ム
が
結
成

さ
れ
た
。

　
そ
の
ひ
と
つ
の
「「
大
調
査
旅
行
」
か
ら
み

る
近
代
中
国
像
」
に
は
、
ア
ジ
ア
を
専
門
領
域

と
す
る
各
分
野
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
藤
田
の

こ
れ
ま
で
の
大
調
査
旅
行
研
究
の
蓄
積
を
も
と

に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
角
的
視
点
か
ら
研
究

を
試
み
た
。
さ
ら
に
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

二
〇
一
二
年
度
か
ら
毎
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
研
究
成
果
を
世
に
発
信
し
続
け
た
。
そ

の
研
究
の
総
決
算
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が

本
書
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
と
各
章
の
内
容

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

括
弧
内
は
各
章
の
執
筆
者
で
あ
る
。
な
お
、

第
三
部
第
七
章
か
ら
第
九
章
ま
で
と
、
第
四

部
第
一
一
章
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研

究
Ｃ
「
近
代
日
本
青
年
の
「
南
方
」
体
験
：
中

国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
接
触
の
実
像
」

（
二
〇
一
五
年
〜
二
〇
一
七
年
度
、
課
題
番
号

15K
01896

）
の
調
査
成
果
の
一
部
と
、
愛
知

大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
「
南
方
に
お
け
る
近

代
日
本
青
年
の
足
跡
」
研
究
会
の
調
査
成
果
の

一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ま
え
が
き
（
加
納
寛
）

第
一
部
　
総
論

　
第
一
章
　
東
亜
同
文
書
院
生
の
大
調
査
旅
行

に
お
け
る
辺
境
地
域
調
査
（
藤
田
佳
久
）

　
第
二
章
　
満
洲
地
域
史
研
究
に
お
け
る
『
東

亜
同
文
書
院
大
旅
行
誌
』
の
史
料
的
価
値

（
荒
武
達
朗
）

第
二
部
　
北
方
の
大
調
査
旅
行

　
第
三
章
　
明
治
末
期
に
お
け
る
東
亜
同
文
書

院
の
モ
ン
ゴ
ル
大
調
査
旅
行
（
ウ
リ
ジ
ト

ク
ト
フ
）

　
第
四
章
　
書
院
生
の
内
モ
ン
ゴ
ル
中
部
の
商

業
経
済
調
査
に
つ
い
て
（
暁
敏
）

　
第
五
章
　
内
蒙
古
自
治
区
赤
峰
市
街
地
の
都

市
構
造
│
│
一
九
一
〇
、
二
〇
年
代
と
現

在
の
比
較
（
高
木
秀
和
）

第
三
部
　
南
方
の
大
調
査
旅
行

　
第
六
章
　
四
川
の
黒
水
チ
ベ
ッ
ト
族
と
「
猼

猓
子
」
伝
承
（
松
岡
正
子
）

　
第
七
章
　『
大
旅
行
誌
』
の
食
記
述
に
み
る

書
院
生
の
心
情
変
化
│
│「
雲
南
ル
ー
ト
」

選
択
の
意
義
を
探
る
（
須
川
妙
子
）

　
第
八
章
　『
大
旅
行
誌
』
の
思
い
出
に
記
さ

れ
た
香
港
│
│
大
正
期
の
記
述
を
中
心
に

（
塩
山
正
純
）

　
第
九
章
　
書
院
生
、
東
南
ア
ジ
ア
を
行
く
‼

│
│
東
亜
同
文
書
院
生
の
見
た
在
留
日
本

人
（
加
納
寛
）

第
四
部
　
日
本
の
勢
力
圏
に
お
け
る
大
調
査
旅

行

　
第
一
〇
章
　
書
院
生
の
ま
な
ざ
し
に
映
る
二
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〇
世
紀
前
半
満
洲
地
域
の
日
本
人
（
荒
武

達
朗
）

　
第
一
一
章
　
大
調
査
旅
行
に
お
け
る
書
院
生

の
台
湾
経
験
│
│“
近
代
帝
国
”を
確
認
す

る
営
み
（
岩
田
晋
典
）

　
第
一
二
章
　
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
半
島
へ

入
っ
た
大
調
査
旅
行
の
書
院
生
た
ち
│
│

彼
ら
の
意
識
と
経
験
を
中
心
に
（
武
井
義

和
）

　
第
一
部
は
、
本
書
全
体
を
読
み
解
く
う
え
で

重
要
と
な
る
基
礎
知
識
と
基
本
文
献
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
約
七
〇
〇
に
及

ん
だ
調
査
コ
ー
ス
の
う
ち
、
本
書
の
着
眼
点
で

あ
る
中
国
辺
境
地
域
の
調
査
を
取
り
上
げ
、
大

調
査
旅
行
全
体
を
拡
大
期
（
一
九
〇
七
〜
一
九

一
九
年
）、
円
熟
期
（
一
九
二
〇
〜
一
九
三
一

年
）、
制
約
期
（
一
九
三
二
年
以
降
）
の
三
つ

の
時
期
に
分
け
て
分
析
し
、
書
院
生
の
目
か
ら

見
た
二
〇
世
紀
前
半
の
中
国
辺
境
地
域
の
変
容

を
考
察
し
て
い
る
。

　
第
二
章
で
は
、
大
調
査
旅
行
の
記
録
を
ま
と

め
た
『
東
亜
同
文
書
院
大
旅
行
誌
』（
以
下
、

『
大
旅
行
誌
』）
に
つ
い
て
、
史
料
的
価
値
と
研

究
で
用
い
る
う
え
で
注
意
す
べ
き
記
述
内
容
の

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
二
部
以
下
は
、
大
調
査
旅
行
を
北
方
（
第

二
部
）、
南
方
（
第
三
部
）、
日
本
の
勢
力
圏

（
第
四
部
）
に
分
け
、
各
地
域
で
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
調
査
が
行
わ
れ
た
の
か
検
証
し
て
い

る
。
第
三
章
で
は
、
中
国
北
方
辺
境
の
内
モ
ン

ゴ
ル
で
大
調
査
旅
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
や
調
査
内
容
な
ど
を
、
各
調
査
隊

の
報
告
書
と
調
査
記
録
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た

『
支
那
省
別
全
誌
』
を
使
っ
て
考
察
し
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
中
部
で
の
大
調

査
旅
行
で
行
わ
れ
た
商
業
調
査
に
着
目
し
、
調

査
の
方
法
や
内
容
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析
し
て

い
る
。
特
に
同
章
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
中
部
の

商
業
都
市
で
あ
る
多ド
ロ
ン倫
で
行
わ
れ
た
書
院
生
に

よ
る
調
査
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
満
洲
事

変
以
後
、
日
本
が
中
国
大
陸
に
勢
力
を
広
げ
る

と
、
満
洲
国
に
ほ
ど
近
か
っ
た
多
倫
は
、
満
洲

と
内
モ
ン
ゴ
ル
を
つ
な
ぐ
場
所
と
し
て
、
重
要

な
位
置
に
あ
っ
た
。
書
院
生
の
多
倫
で
の
調
査

は
、
当
時
の
多
倫
を
め
ぐ
る
日
中
関
係
を
知
る

貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
五
章
で
は
、
東
部
内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
の
中

心
地
で
あ
っ
た
熱
河
省
（
現
河
北
省
北
部
）
赤

峰
市
の
市
街
地
が
、
一
九
一
〇
年
代
と
二
〇
年

代
に
か
け
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
大
調

査
旅
行
の
報
告
書
、
な
ら
び
に
執
筆
者
の
現
地

調
査
を
も
と
に
検
証
し
て
い
る
。

　
第
六
章
で
は
、
民
国
期
に
略
奪
殺
人
集
団

「
猼
猓
子
」と
し
て
怖
れ
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
を

持
つ
四
川
省
黒
水
チ
ベ
ッ
ト
族
の
社
会
慣
習
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
黒
水
に
は
、
書
院
第
二

七
期
の
班
が
調
査
旅
行
に
訪
れ
て
い
た
。
執
筆

者
は
彼
ら
の
調
査
報
告
書
な
ど
を
分
析
し
て
、

彼
ら
が
黒
水
で
何
を
体
験
し
、
そ
れ
を
彼
ら
な

り
に
ど
う
評
価
し
た
の
か
検
討
し
て
い
る
。

　
第
七
章
で
は
、『
大
旅
行
誌
』
に
あ
る
大
調

査
旅
行
中
の
書
院
生
の
食
に
関
す
る
記
述
か

ら
、
彼
ら
が
な
ぜ
雲
南
を
調
査
コ
ー
ス
に
選
ん

だ
の
か
考
察
し
て
い
る
。
過
酷
な
調
査
旅
行
で

書
院
生
の
心
を
癒
や
し
た
の
が
食
事
で
あ
っ

た
。
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
が
及
ん
で
い
た
雲

南
で
は
、
ワ
イ
ン
や
パ
ン
な
ど
書
院
生
が
日
常

で
は
あ
ま
り
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
西

洋
食
を
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
第
八
章
で
は
、『
大
旅
行
誌
』
の
記
述
を
も
と

に
、
南
方
コ
ー
ス
の
中
継
地
で
あ
っ
た
香
港
を
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訪
れ
た
書
院
生
が
、
同
地
を
ど
の
よ
う
な
目
で

観
察
し
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
印
象
を
抱
い

た
の
か
分
析
し
て
い
る
。
一
面
に
西
洋
化
さ
れ

た
香
港
を
目
の
当
た
り
に
し
た
書
院
生
は
、
植

民
地
経
営
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
、
羨
望

や
嫉
妬
な
ど
が
相
混
ざ
っ
た
感
情
を
抱
い
た
。

そ
の
よ
う
な
彼
ら
の
目
か
ら
見
て
、
現
地
の
日

本
人
や
中
国
人
は
近
代
化
の
遅
れ
た
者
に
映
っ

た
。

　
第
九
章
で
は
、
大
調
査
旅
行
で
東
南
ア
ジ
ア

の
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
書
院
生
に
着
目
し
、
彼

ら
が
調
査
の
過
程
で
現
地
の
在
留
日
本
人
と
ど

う
触
れ
合
い
、
彼
ら
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
分

析
し
、
そ
こ
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
当
時
の
日
本

人
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
第
一
〇
章
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇

年
代
に
か
け
て
、
日
本
の
満
洲
進
出
が
本
格
化

す
る
な
か
、
満
洲
を
調
査
し
た
書
院
生
の
記
述

に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
た
の
か
、
そ
の

変
化
か
ら
書
院
生
が
満
洲
の
日
本
人
社
会
を
ど

の
よ
う
に
見
た
の
か
検
討
し
て
い
る
。
同
章
で

は
、
書
院
生
の
記
述
か
ら
、
日
本
人
が
満
洲
に

進
出
す
る
に
と
も
な
い
、
現
地
で
排
日
運
動
が

激
し
く
な
っ
た
こ
と
、
満
洲
に
来
た
日
本
人
が

現
地
社
会
と
溶
け
込
ま
ず
、
も
っ
ぱ
ら
日
本

人
同
士
で
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
、「
娘
子

軍
」
と
い
わ
れ
た
日
本
人
売
春
婦
の
姿
が
満
洲

各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
第
一
一
章
で
は
、
大
調
査
旅
行
で
台
湾
を
訪

れ
た
書
院
生
が
ど
の
よ
う
な
体
験
を
し
た
の
か

を
追
っ
て
い
る
。
書
院
生
は
台
湾
で
温
泉
や
神

社
、
近
代
的
な
工
場
を
見
学
し
、
植
民
地
に
作

ら
れ
た
「
日
本
」
を
体
感
し
た
。
ま
た
、
彼
ら

は
台
湾
の
先
住
民
族
に
つ
い
て
も
調
査
を
試
み

た
。
そ
の
と
き
、
彼
ら
が
注
目
し
た
の
は
、
日

本
が
も
た
ら
し
た
近
代
化
の
影
響
を
受
け
た
先

住
民
族
の
姿
で
あ
っ
た
。

　
第
一
二
章
で
は
、
大
調
査
旅
行
の
途
中
で
朝

鮮
半
島
に
立
ち
寄
っ
た
書
院
生
が
、
朝
鮮
人
社

会
を
ど
の
よ
う
に
見
た
の
か
論
じ
て
い
る
。
書

院
生
は
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島

で
、
前
章
の
台
湾
と
同
じ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
日
本
」
に
触
れ
た
。
そ
の
一
方
、
書
院
生
た
ち

は
朝
鮮
人
の
反
日
感
情
に
も
関
心
を
向
け
、
朝

鮮
に
対
す
る
日
本
側
の
優
越
意
識
を
疑
問
視
し

た
。

本
書
の
成
果
と
課
題

　
東
亜
同
文
書
院
の
大
調
査
旅
行
は
、
中
国
大

陸
は
も
と
よ
り
、
朝
鮮
・
台
湾
、
さ
ら
に
は
東

南
ア
ジ
ア
ま
で
を
範
囲
と
し
た
。
そ
の
た
め
、

今
日
、
一
個
人
の
研
究
で
大
調
査
旅
行
の
全
貌

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
す
な

わ
ち
、
ミ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
の
研
究
は
盛
ん
に

行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
包
括
す
る
よ
う
な
マ

ク
ロ
的
視
点
か
ら
の
研
究
が
充
分
で
な
い
。
本

書
は
、
大
調
査
旅
行
を
北
方
、
南
方
、
日
本
の

勢
力
圏
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を

専
門
と
す
る
研
究
者
が
共
同
し
て
考
察
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
で
、
そ
の
研
究
の
欠
落
部
分
を
補

う
役
目
を
果
た
し
た
。

　
ま
た
、
ミ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
の
研
究
に
つ
い

て
も
、
歴
史
学
以
外
の
分
野
の
研
究
者
が
参
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
観
点
か

ら
の
成
果
が
生
ま
れ
た
。
と
り
わ
け
、
第
七
章

の
日
本
食
文
化
研
究
を
専
門
と
す
る
須
川
の
考

察
は
特
徴
的
で
あ
る
。
須
川
の
論
考
は
、
大
調

査
旅
行
研
究
だ
け
で
な
く
、
東
亜
同
文
書
院
研

究
に
も
ま
だ
新
た
な
角
度
か
ら
の
考
察
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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本
書
は
、
大
調
査
旅
行
の
全
体
像
を
捉
え
た

こ
と
に
よ
り
、
調
査
を
す
る
書
院
生
の
新
た
な

姿
を
映
し
出
し
た
。
調
査
地
域
の
差
異
に
よ
る

調
査
内
容
や
書
院
生
が
抱
い
た
印
象
の
違
い
は

当
然
あ
る
が
、
一
方
で
、
興
味
深
い
点
は
、
調

査
地
域
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
書
院
生
の
関
心

が
共
通
し
て
現
地
に
住
む
日
本
人
に
向
け
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
の
満
洲
進
出
を
機
に
日
本

人
移
住
者
が
増
加
し
て
い
た
赤
峰
市
を
調
査
し

た
書
院
生
の
記
録
に
は
、
日
本
人
以
外
の
民
族

の
こ
と
に
つ
い
て
記
録
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
第
五
章
で
取
り
上
げ

た
高
木
は
、
書
院
生
が
在
留
邦
人
に
ば
か
り
目

を
向
け
た
理
由
を
「
書
院
生
に
と
り
赤
峰
の
イ

メ
ー
ジ
は
日
本
人
と
直
結
し
、
彼
ら
は
過
酷
な

陸
行
を
経
て
や
っ
て
き
た
オ
ア
シ
ス
に
桃
源
郷

や
故
郷
で
あ
る
日
本
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
い

る
」（
九
七
頁
）
と
考
察
し
て
い
る
。

　
香
港
を
調
査
し
た
書
院
生
は
、
ほ
ぼ
例
外
な

く
日
本
人
経
営
の
旅
館
に
宿
泊
し
、
在
留
邦
人

が
主
催
す
る
歓
迎
会
で
供
さ
れ
た
日
本
料
理
に

舌
鼓
を
打
っ
た
。
そ
し
て
、
赤
峰
の
調
査
の
場

合
と
同
様
、
書
院
生
の
現
地
の
中
国
人
に
対
す

る
関
心
は
低
く
、
塩
山
に
よ
る
と
、「
中
国
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
養
成
さ
れ
た
彼
ら
の
学
問

の
集
大
成
に
お
け
る
記
述
に
し
て
か
ら
が
、
実

は
香
港
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
中
国
系

住
民
や
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
は
、

記
述
の
割
合
か
ら
言
え
ば
「
い
な
い
」
に
等
し

い
く
ら
い
の
扱
い
で
し
か
な
」（
一
六
五
頁
）

か
っ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
を
調
査
に
回
っ
た
書
院
生
も
、

現
地
日
本
人
の
様
子
を
細
か
く
記
録
し
て
い

る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
場
合
は
、
現
地
で
中
国
語

が
通
じ
な
か
っ
た
た
め
、
自
然
と
日
本
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

　
書
院
生
た
ち
が
接
し
た
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
も
中
国
社
会
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
に

違
い
な
い
が
、
そ
こ
に
関
心
を
向
け
る
あ
ま

り
、
本
来
関
心
を
向
け
る
べ
き
現
地
の
中
国
人

社
会
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
問
題
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
大
調
査
旅
行

が
抱
え
て
い
た
問
題
点
は
、
本
書
の
よ
う
に
各

分
野
の
研
究
者
に
よ
る
比
較
研
究
に
よ
っ
て
初

め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
東
亜
同
文
書
院
研
究
の
問
題
点
の
ひ
と
つ

に
、
関
連
史
料
の
不
足
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
東

亜
同
文
書
院
が
た
び
た
び
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ

て
書
類
が
散
逸
し
た
り
、
戦
後
、
学
校
の
ほ
と

ん
ど
の
物
品
が
中
国
側
に
接
収
さ
れ
た
こ
と
な

ど
が
原
因
の
一
端
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
大
調
査
旅
行
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
し

て
、
報
告
書
と
『
大
旅
行
誌
』に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
本
書
各
章
の
研
究
は
、
い
ず

れ
も
こ
れ
ら
史
料
の
分
析
に
費
や
し
て
い
る
。

　
書
院
生
の
調
査
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
上

述
し
た
が
、
そ
の
影
響
が
報
告
書
や
『
大
旅
行

誌
』
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
考

慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
第
二

章
で
『
大
旅
行
誌
』
の
史
料
的
価
値
を
分
析
し

た
荒
武
達
朗
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
る
。

　「『
大
旅
行
誌
』
は
決
し
て
“
打
ち
出
の
小

槌
”
な
の
で
は
な
く
数
あ
る
史
料
群
の
一
つ
と

位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。
書
院
生
の
見
聞
は

疑
い
も
無
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の

記
述
を
無
批
判
に
称
揚
し
、
そ
れ
を
当
時
の
中

国
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は

厳
に
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
こ
の
よ
う
に

東
亜
同
文
書
院
と
そ
の
事
績
を
神
聖
化
、
伝
説
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化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
か
つ
て
東
亜
同

文
書
院
に
向
け
ら
れ
た
「
ス
パ
イ
学
校
」
と
い

う
一
面
的
な
評
価
、
全
面
否
定
と
さ
ほ
ど
変
わ

ら
ぬ
精
神
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」（
四
八
頁
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
調
査
旅
行
の
史
料
に
徹
底

的
な
批
判
を
加
え
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
、
本

書
の
学
術
的
価
値
を
高
め
て
い
る
。

　
最
後
に
、
本
書
の
や
や
問
題
と
思
わ
れ
る
点

を
二
つ
挙
げ
る
。
一
点
目
に
、
上
述
の
と
お

り
、
本
書
で
は
考
察
の
範
囲
を
北
方
、
南
方
、

日
本
の
勢
力
圏
と
三
つ
に
分
け
た
。
そ
の
う

ち
、
北
方
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
研
究
が
と
も

に
内
モ
ン
ゴ
ル
を
対
象
に
し
て
い
る
。

　
北
方
に
大
調
査
旅
行
に
出
た
書
院
生
は
、
内

モ
ン
ゴ
ル
だ
け
で
な
く
、
ウ
ル
ム
チ
や
イ
リ
な

ど
、
新
疆
方
面
に
も
足
を
延
ば
し
て
い
る
。
三

つ
の
研
究
の
う
ち
、
二
つ
が
内
モ
ン
ゴ
ル
史
を

専
門
と
す
る
研
究
者
（
ウ
リ
ジ
ト
ク
ト
フ
、
暁

敏
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
自
然
と
内

モ
ン
ゴ
ル
に
研
究
の
比
重
が
置
か
れ
た
こ
と
は

や
む
を
得
な
い
。

　
し
か
し
、
大
調
査
旅
行
の
全
容
を
探
る
と
す

る
な
ら
、
北
方
だ
け
で
な
く
西
北
に
ま
で
範
囲

を
広
げ
て
、
新
疆
や
チ
ベ
ッ
ト
方
面
の
事
例
も

考
察
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
二
点
目
は
、
上
述
の
荒
武
も
指
摘
し
て
い

る
が
、
東
亜
同
文
書
院
は
、
一
部
で
以
前
か

ら
「
ス
パ
イ
学
校
」
と
名
指
し
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
大
調
査
旅
行
を
し
て
い
た
書
院
生
が
中

国
側
か
ら
ス
パ
イ
活
動
を
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
い
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
大
調
査
旅
行
が
ス
パ
イ
活
動
で
な

か
っ
た
こ
と
は
、
本
書
を
一
読
す
れ
ば
明
ら
か

で
あ
る
。

　「
ス
パ
イ
学
校
」
と
い
う
根
拠
の
な
い
評
価

に
い
ち
い
ち
反
論
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ

て
い
る
が
、
今
で
も
東
亜
同
文
書
院
は
「
ス
パ

イ
学
校
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
ひ
と
り
歩
き

し
、
大
調
査
旅
行
の
歴
史
的
評
価
が
歪
め
ら
れ

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
大
調
査
旅
行
を
総

括
し
た
本
書
で
、
そ
の
点
の
言
及
や
批
判
を
加

え
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
若
干
の
問
題
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
本
書
が
大

調
査
旅
行
研
究
、
お
よ
び
東
亜
同
文
書
院
研
究

に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
く
、
本
書
の
成
果

を
も
と
に
、
さ
ら
に
大
調
査
旅
行
の
実
像
の
解

明
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
歴
史
的
意
義
の
議
論
が

深
ま
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
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懸
け
る
│
│
東
亜
同

文
書
院
の
群
像
』
中
日
新
聞
社
、
二
〇
一
二

年
、
二
三
二
頁
。

〈
2
〉 

各
巻
の
タ
イ
ト
ル
、
出
版
社
、
出
版
年
は

以
下
の
と
お
り
。
な
お
全
巻
と
も
藤
田
佳
久
編

著
。
第
一
巻
『
中
国
と
の
出
会
い
』
愛
知
大
学
、

一
九
九
四
年
。
第
二
巻
『
中
国
を
歩
く
』
愛
知

大
学
、
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第
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』
大
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、
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九
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巻
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』
大
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、
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』
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出
版
、
二
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一
一
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